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神様の目をもつ～前期終業式学校長講話から～ 

￥校 長  佐々木 貴 子 

前期の６ヶ月が終わろうとしています。３年生の長崎への修学旅行はお

天気に恵まれ、充実した平和学習になったと聞いております。今は、藤華

祭も終わり、中学校での行事を一つ一つ終えているといった感じでしょう

か。２年生の小樽宿泊学習は雨の中での食事となってしまいましたが、学

年だよりには、「最初は雨を憎んだけど、今振り返ると雨降って地固まる

で、２年生の絆は深まった」とありました。後期からは２年生が学校の中心として活動をします。その

準備は整っていますか。１年生は、半年前は小学生でした。この半年間ですっかり中学校生らしくなっ

たと感じています。皆さんにとって、この６ヶ月はどのような月日だったでしょうか。 

 これから皆さんは、この６ヶ月間の振り返りをすると思います。自分の立てた目標に対して、自分は

実行できたか。できなかったところは何だったか。よりよく改善するためにはどうしたらよいか評価し

て、また新たな目標を立てていくと思います。こうした振り返りは、自分が主語の振り返りです。今日

は、私はもう一つの振り返りの方法を皆さんに話そうと思います。それは、神様の目になって、自分の

行動を高いところから見て評価してもらいたいということです。自分が主語の場合、周りが目に入らな

いことがあります。神様になった気持ちで広い視野で客観的に、自分の行動を振り返ってみると、そこ

には自分の周りにいる人と自分との関係を見ることができます。そうすると、これまで見えなかったこ

とに気付くことができます。例えば、公共交通機関を利用している人は、私はマナーに気を付けて乗車

していると思っているかもしれません。でも、神様の目で見てみると、大きな声でおしゃべりをして大

笑いをしている状況があります。そのわきに、具合が悪くてもう少し静かにしてほしいと思っている他

の乗客の方がいるとしたら、その人は周りが見えていないことになりますね。お母さんとケンカをして

塾に行ったあとのお母さんを神様の目を通して見ると、お母さんは塾から帰ってくる自分のために、ケ

ンカをしてもごはんの準備をしてくれています。でも、お母さんはケンカをしてしまったので悲しい気

持ちでいるかもしれません。藤華祭プロジェクトで作業をしていたら、作業に飽きてしまいました。そ

れで、他のプロジェクトのところに遊びに行って時間を潰している人がいました。それを神様の目から

見たら、いない人の分まで一生懸命作業をしている人が見えてくるかもしれません。いつも自分自身を

見ていると、周りが見えなくなってしまうことがあります。自分ではできていると思っているけれど、

他の人はできていると評価してくれていない場合もあります。だから、常に自分の行動を俯瞰して、客

観的に評価する力を身に付けてほしいと思っています。そして、自分一人で何かをするのではなく、周

囲の人との関わりの中で輝ける人になってください。後期も皆さんの成長を楽しみにしています。 



消えることのない「和」 

藤華祭実行委員 3 年Ｂ組 大野 彩花 

第 8 回藤華祭が終わり、1 ヶ月が経ちました。今も校内に残っている装飾プロ

ジェクトの装飾を見てみると、藤華祭当日だけでは気が付かなかったプロジェク

トの工夫を見つけられ、2 度目の藤華祭に来ているように感じます。 

 さて、今回の藤華祭では、これまで藤華祭実行委員会が行っていたエンディン

グの運営は、新しくエンディングプロジェクトが行うようにするなど、いろいろ

なことに変化がありました。そんな中、プロジェクト活動を行うにあたっては、

第 8 回藤華祭のテーマ「和」が重要な役割を担ったのではないかと思います。 

「和」には、つながりや和風などいろいろなものが連想されますが、活動を行

う中で多くのプロジェクトが意識をしていたのは「つながり」だったと思います。各プロジェクト長が

プロジェクト活動の時間に何を行うか担当の先生と打ち合わせを行うという「つながり」、プロジェク

トの中では、3 年生が 2 年生に、2 年生が 1 年生にやることを教えたり、1 年生は 2 年生や 3 年生に分

からないことを聞いたりという「つながり」。様々な場面でテーマの「和」を意識した取り組みが行わ

れ、学校全体が「和」をもって、一つになれたと思います。 

いよいよ、合唱祭が間近に迫ってきました。「和」を通して私たちが学んだこと・行ってきたことは、

学級での活動である合唱祭でも必ず活かすことが出来ると思います。 

どんな場面でも必ず思い出して自分の活力に変えていけるような「和」

を私たちは藤華祭で築くことが出来ました。そんな消えることのない「和」

をこれからも大切に学校生活を送っていきたいと思います。 

最後に先生方、保護者の皆様、藤華祭の活動を行うにあたり、たくさ

んのご指導やご協力を本当にありがとうございました。 

 

全附P連 PTA 研修会参加報告 
 PTA 副会長 伊藤 直子 

去る 10 月 4 日～5 日、全附 P 連 PTA 研修会全国大会に参加させていただきました。本大会は、北海

道から沖縄まで全国国立大学附属 212 校園の保護者および教職員・教育後援会関係者が集まり、さまざ

まな事例や意見を共有し、情報交換・交流をする場です。パラリンピック競泳金メダリストの河合純一

氏による基調講演、NHK ニュースキャスターを務められたこともある宮崎緑氏の本講演、さまざまな

分野からの情報を共有するセミナー、シンポジウム、そしてテーマごとにグループに分かれた分科会・

各部会が行われました。 

分科会１「防災でつなぐ地域連携・大学連携」には大坪 PTA 副会長が出席されました。地域や学校

園全体で連携し「防災」をテーマに行事を行うという大阪教育大学附属五校連合会の活動事例が紹介さ

れ、その後のテーブルディスカッションにて活発な意見交換がなされたようです。活動事例においては、

先月に引き続き藤華祭の振り返りを掲載します。今月は実行委員長の言葉です。 



幼稚園から大学までが連携しており、大学の協力が得られているということ、また、区役所や消防署、

自衛隊までが参加しており、大阪教育大学の学校園が地域に認知されていることが素晴らしいと思われ

たそうです。社会全体が防災意識の高まりを見せる中で、この「防災」という言葉は学校園と地域を結

ぶ非常に良いテーマだと感じられたとのことでした。あわせて、情報提供として紹介された「財政教育

プログラム」や「金融経済教室」、アクティブ・ラーニングの要素を取り入れた先進的な学習モデル等

の実践報告から本校での今後の活動のヒントを得られたとの感想をお寄せいただいております。 

 同時に行われた分科会２「ネットいじめの予防と情報モラル・リテラシー」には私が出席させていた

だきました。子どもたちがどんどん新しいテクノロジーを使いこなし、大人の経験が追いつかないとい

う現状はありますが「ルールやリスクや規範意識を子どもたちに教え、守ることは、デジタルが苦手で

もできる」という予防教育の考え方が有効であること、いじめの場面においては親が思う「解決」と子

どもが思う「解決」を共有していくことが大切であるという講演をもとに、グループディスカッション

を行いました。 

 また、分科会５「教育後援会会長会」に出席された崎濱ふじづる副会長からは、今回、モデル校とな

る後援会の取り組み・方法について学ぶことができ大変有意義な機会となったこと、この研修内容を役

員間で共有し、今後の取り組みに活かしていきたいとご報告いただきました。あわせて、河合氏の基調

講演での「視点を変化させることで、お互いの良さを生かしあい、寄せ合う“共生”の社会が成り立っ

ていく」という力強いメッセージを感じ、特に心に残っているとの感想をいただいております。 

 二日間という限られた時間の中ではありましたが、たくさんの情報と学びを得ることができました。

機会をいただけましたことを感謝するとともに、この「得たもの」を何らかの形で皆様と共有し還元し

ていきたいと思っております。保護者の皆様と共に考え歩みを進める PTA 活動の展開に向け、今後と

もお力添えのほどよろしくお願いいたします。 

 

■合唱祭迫る！                                 

 明後日の 11 月２日（土）に第８回合唱祭が行われます。生徒たちは、これまでの約１か月間、朝、

昼、放課後と練習を積み重ねてきました。どのクラスも指揮者・伴奏者やパートリーダーを中心に、よ

りよい合唱を目指してここまで頑張ってきたと思います。明後日の本番は、力を出し切り素敵な合唱が

体育館に響き渡ることを期待しています。 

【学年合唱曲・学級自由曲】 

 学年 Ａ組 Ｂ組 Ｃ組 Ｄ組 

１年 カリブ夢の旅 COSMOS Belive 大切なもの 

チェリー 
２年 雲の指標 時の旅人 HEIWA の鐘 キミのもとへ・・・ 

３年 歓喜の歌 青い鳥 決意 
Cantare  

〜歌よ大地に響け〜 

 

 

 

 

 

 



  

    

           

日（曜日） 行事等の予定 最終下校バス時刻（予定） 

1（金） 俯瞰実習開始（～29 日） 16:50 

2（土） 第８回合唱祭 弁当持参 16:50 

3（日） 文化の日 部活不可   

4（月） 振替休日（文化の日） 部活可   

5（火） 振替休日（合唱祭） 部活不可   

6（水） 研究日 昼清掃 ２学年 PTA 学年委員会  16:20 

7（木） 学力テスト C 職員会議 15:20 

8（金） テスト前諸活動停止 職員室入室制限 16:30 

9（土） 部活不可   

10（日） 部活不可   

11（月） 後期中間テスト（国・数・社・理・英） 16:50 

12（火） ３年進路相談① ２年生フィールドワーク 16:50 

13（水） ３年進路相談② 研究日 昼清掃 中文連美術・書道展（～17 日） 16:50 

14（木） ３年進路相談③ 16:50 

15（金） 放）委員会・専門局会 PTA役員選考委員会 16:50 

16（土） ３年総合発表会（３年のみ登校） 部活不可  （3 年）麻）12:30 栄）12:35（路） 

17（日） 部活可   

18（月）  15:20 

19（火） １年生フィールドワーク ふじの輪会 16:50 

20（水）  16:50 

21（木） 放）委員会・専門局会 16:50 

22（金） 道徳科学習会 15:05 

23（土） 附小学芸会 部活不可   

24（日） 部活可   

25（月）  16:50 

26（火） ２年生 HITARU鑑賞事業バレエ （1･3 年）16:50 

27（水） 研究日 昼清掃 16:05 

28（木）  16:50 

29（金） １・２年授業参観・学年懇談会・学級懇談会 
（1･2 年）14:00 

（3 年）麻）16:50 栄）16:45（路） 

30（土） 部活可   
 

11月の行事予定 


